
　

師
走
に
な
る
と
忙
し
い
日
々
が
続
き
ま
す
。
来
年

の
手
帳
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
移
し
替
え
な
が
ら
、
暖

房
器
具
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
し
ま
う
今
日
こ
の
頃
で

す
。
今
年
も
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　

　
　
☆
　
　
　
　
☆
　
　
　
　
☆
　
　
　
　
☆
　
　
　
　
　

◆
ク
リ
ス
マ
ス
茶
会

「
は
っ
け
よ
い
大
相
撲
─
木
村
浩
之
展
」
も
後
半
に

入
り
、
熱
気
を
お
び
て
き
ま
し
た
。
12
月
10
日
の

「
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
＋
み
ん
な
で
お
相
撲
さ

ん
を
描
こ
う
」
に
続
き
、
最
後
の
ト
リ
を
飾
る
イ
ベ

ン
ト
が
24
日
（
土
）
の
「
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
」
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
午
後
２
時
か
ら
３
時
ま
で
、
木
村
浩
之
氏

に
よ
る
作
品
解
説
と
相
撲
よ
も
や
ま
話
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
解
説
会
に
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
方
々
を
「
ク
リ
ス
マ
ス
茶
会
」
に
ご
招
待
い
た

し
ま
す
。
木
村
さ
ん
を
囲
ん
で
お
茶
と
お
菓
子
を
食

べ
な
が
ら
、
さ
さ
や
か
な
「
ク
リ
ス
マ
ス
抽
選
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
月
７
日
（
土
）
～
17
日
（
火
）
に
は
「
第
61
回

南
魚
沼
郡
市
児
童
生
徒
美
術
展
」
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
今
回
も
南
魚
沼
郡
市
内
の
約
５
０
０
名
の
子
ど

も
た
ち
の
作
品
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
す
。「
い
き
い
き
」

「
わ
く
わ
く
」
し
た
息
づ
か
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
個

性
豊
か
な
作
品
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
期
間
中
は

全
館
無
料
と
な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
（
岡
西
英
孝
）

◆
冬
の
お
楽
し
み
・
雪
見
展

　

１
月
８
日
・
９
日
に
真
冬
の
ク
ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ

ト
「
雪
見
展
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
雑
貨
や
文
房

具
、
洋
服
な
ど
他
で
は
ち
ょ
っ
と
見
か
け
な
い
個
性

的
な
品
々
を
売
る
お
店
が
15
店
以
上
、
そ
れ
だ
け
で

な
く
、
手
芸
や
木
工
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
、
手
軽
に
つ
ま
め
る
パ
ン

や
飲
み
物
な
ど
の
グ
ル
メ
も
あ
り
ま
す
。
出
店
す
る

の
は
作
家
・
農
家
・
職
人
さ
ん
な
ど
。
手
作
り
品
や

セ
レ
ク
ト
品
は
こ
だ
わ
り
の
逸
品
ば
か
り
で
す
。
手

作
り
の
商
品
は
、
粗
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
工
業
製
品

に
は
な
い
温
も
り
や
ア
イ
デ
ィ
ア
の
面
白
さ
が
あ
り
、

お
店
の
方
か
ら
商
品
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
を
聞
い
て

い
る
と
、
つ
い
つ
い
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

 

同
時
に
、
１
月
７
日
か
ら
は
一
箱
古
本
市
も
開
催

し
ま
す
。
ワ
イ
ン
箱
に
古
本
を
入
れ
て
販
売
し
ま
す
。

店
主
の
趣
味
が
つ
ま
っ
た
一
箱
か
ら
、
お
気
に
入
り

の
本
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

寒
く
て
辛
い
季
節
で
す
が
、
池
田
記
念
美
術
館
で

は
冬
な
ら
で
は
の
お
楽
し
み
を
ご
用
意
し
て
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
田
か
お
り
）

　
　
　
　
　
　
　

◆
十
一
面
観
音
菩
薩
坐
像

　

若
い
頃
に
は
全
く
興
味
の
な
か
っ
た
お
寺
や
神
社

の
歌
声
と
、
先
輩
の
落
ち
着
い
た
歌
声
に
感
動
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
加
奈
子
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
開
催
予
告
「
八
色
の
森
の
美
術
展2017

」

　

来
年
の
秋
の
展
覧
会
で
す
が
、
東
京
を
は
じ
め

全
国
各
地
か
ら
、
現
代
ア
ー
ト
の
作
家
を
招
い

て
、「
八
色
の
森
の
美
術
展2017

」
を
開
催
し
ま

す
。
抽
象
絵
画
を
中
心
に
、
30
人
近
く
の
作
家
が
参

加
す
る
予
定
で
す
。
当
館
で
は
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
展
示
と
な
り
ま
す
が
、
美
術
界
が
注
目
す
る
展
覧

会
に
し
た
い
と
、
出
品
作
家
と
実
行
委
員
会
を
つ
く

り
、
こ
の
夏
か
ら
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
の
第
一
弾
と
し
て
、
11
月
中
旬
に
一
泊
で
出
品

者
が
当
地
を
来
訪
し
、
美
術
館
の
視
察
、
西
福
寺
で

石
川
雲
蝶
の
彫
刻
を
見
学
す
る
な
ど
、
深
ま
り
ゆ
く

魚
沼
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
サ
イ
ク
リ
ン

グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の
懇
親
会
で
は
地
酒
の
勢
い
も
あ

っ
て
か
、
美
術
談
義
は
ま
さ
に
百
花
繚
乱
、
楽
し
い

一
夜
で
し
た
。
作
家
の
皆
さ
ん
に
は
、
出
品
作
品
の

ほ
か
に
、
地
酒
用
ラ
ベ
ル
の
制
作
を
依
頼
し
ま
し
た
。

首
を
長
く
し
て
待
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
美
術
展
の
狙
い
の
一
つ
が
、
地
域
と
一
体
と

な
っ
て
、
八
色
の
森
か
ら
芸
術
の
う
ね
り
を
世
界
に

向
け
て
発
信
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

一
回
限
り
の
展
覧
会
で
は
な
く
、
次
年
度
以
降
も
継

続
し
て
開
催
し
ま
す
。
魚
沼
に
住
む
児
童
か
ら
作
品

を
募
集
す
る
公
募
展
、
出
品
作
家
が
学
校
や
各
地
に

出
向
い
て
行
う
出
前
授
業
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

各
種
イ
ベ
ン
ト
も
併
催
し
ま
す
。
芸
術
活
動
を
通
じ

て
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
に
な
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
お
手
伝
い
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
（
高
橋
良
一
）

12
月
号

H28 年　No.77

を
訪
ね
る
旅
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
静
か
で
神
聖
な

空
間
に
身
を
置
く
と
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

東
京
国
立
博
物
館
で
「
平
安
の
秘
仏
―
滋
賀
・
櫟ら
く

野や

寺じ

の
大
観
音
と
み
ほ
と
け
た
ち
」
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
博
物
館
で
展
示
す
る
た
め
に
、
滋
賀
県
の

櫟
野
寺
か
ら
の
引
越
し
の
様
子
が
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
展
示
さ
れ
る
仏
像
の
一
体
で
、
重

要
文
化
財
の
「
十
一
面
観
音
菩
薩
坐
像
」
の
解
体
作

業
な
ど
、
普
段
は
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

プ
ロ
の
技
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
繊
細
で
緻

密
な
作
業
が
進
ん
で
い
く
と
中
か
ら
木
箱
が
現
れ
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
で
巻
物
の
よ
う
な
も
の
が
映
し
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
驚
き
の
映
像
に
、
い
っ
た
い
何

が
書
か
れ
て
い
る
の
か
興
奮
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
し
た
良
い
番
組
で

し
た
。
現
在
も
調
査
が
続
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
12

月
11
日
ま
で
に
は
是
非
、
展
覧
会
に
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
良
子
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
感
動
の
日

　

10
月
の
下
旬
に
中
学
の
合
唱
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

娘
の
通
う
中
学
校
は
今
年
、
創
立
七
十
周
年
と
い
う

節
目
で
、
午
前
は
記
念
式
典
、
午
後
に
合
唱
祭
と
い

う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
。
実
は
、
小
学
校
の
と
き

に
も
創
立
百
四
十
周
年
記
念
が
あ
り
、
２
回
も
記
念

行
事
に
参
加
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が

た
い
こ
と
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
初
め
て
の
合
唱
祭
。
中
間
テ
ス
ト
が
終
わ

っ
て
ホ
ッ
と
す
る
の
も
つ
か
の
間
、
す
ぐ
に
練
習
が

始
ま
り
ま
し
た
。
課
題
曲
は
一
年
生
ら
し
い
元
気
ハ

ツ
ラ
ツ
と
い
っ
た
曲
で
、
部
活
の
帰
り
に
友
達
と
口

ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。

　

自
由
曲
の
選
曲
は
担
任
の
先
生
と
ク
ラ
ス
み
ん
な

の
相
談
で
決
ま
り
、
初
め
て
の
曲
に
挑
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、

四
十
代
の
私
に
は
心
に
響
く
歌
詞
で
し
た
が
、
中
一

に
は
な
か
な
か
の
渋
い
曲
で
し
た
。

　

当
日
、
娘
の
ク
ラ
ス
は
二
番
目
の
発
表
で
し
た
。

緊
張
気
味
で
し
た
が
、
少
し
大
人
に
な
っ
た
一
年
生

12 月 10 日（土）13 時から、木村浩之氏が
ライブペインティングを実演します

木村浩之作品
力士立像

（素焼・顔料彩色）



池田記念美術館　展覧会・イベント情報

池田記念美術館　南魚沼市浦佐５４９３－３　（八色の森公園内）
ＴＥＬ ０２５－７８０－４０８０ ／ ＦＡＸ ０２５－７７７－３８１５

【開館時間】 ９：００～１７：００　（入館受付は１６：３０まで）　　
【入 館 料】 一般　５００円　　高校生以下無料          
【ホームページ】 http://www.ikedaart.jp 

【 12 月の休館日 】
※水曜日（7 日、14 日、21 日）
※年内は 25 日（火）まで開館（25 日は 15 時閉館）
※年末年始休館日　12 月 26 日（月）〜 1 月 6 日（金）

■はっけよい大相撲─木村浩之展　日本画と力士像─
◎ 1 階企画展示室、2 階展示室Ⅰ　◎期間：12 月 25 日（日）まで開催中

相撲を創作の中心に据え、日本画と力士像の作品で活躍する東京在住の画家・木村浩之氏の
個展。絵画 60 点、「力士像」30 点を展示中です。力士たちの姿を力強く繊細に表現した作品
は相撲の心技体に迫ります。

■ライブペインティング＋みんなでお相撲さんを描こう　※入館料が必要となります（高校生以下無料）
　12 月 10 日（土）13：00 〜木村浩之氏による相撲画のライブペインティング
　　　　　　　　　14：00 〜みんなでお相撲さんを描こう（木村浩之氏指導による楽しいお絵かきタ　　
　　　　　　　　　　　　　  イム。事前申込みが必要です。子供から大人まで募集中）
■ギャラリートーク＆茶会（お楽しみ抽選会）　※入館料が必要となります（高校生以下無料）
　12 月 24 日（土）14：00 〜 15：00　クリスマスイブ・ギャラリートーク＆茶会（お楽しみ抽選会）

■第 61 回 南魚沼郡市児童生徒美術展
◎ 1 階企画展示室、2 階展示室Ⅰ　◎期間：1 月 7 日（土）～ 1 月 17 日（火）

南魚沼市及び湯沢町の児童生徒の作品約 500 点を展示。子どもたちの創作意欲がいきいきと
伝わってくる展覧会です。期間中は全館無料となります。

■〈冬季特別展示〉錯覚展─不可能立体の不条理世界─
◎多目的ホール　◎期間：1 月 7 日（土）～ 2 月 28 日（火）

東大名誉教授、明治大学先端数理科学インスティテュート副所長の杉原厚吉特任教授が制作
した、実際とは違うように見えてしまう錯視立体を展示。本当のことがわかっていても、そ
れとは別のものを見てしまう脳の不条理な振る舞いを体感してみましょう。

■魚沼ベストショット展　Part Ⅵ
◎ 1 階企画展示室、2 階展示室Ⅰ　◎期間：1 月 20 日（金）～ 2 月 28 日（火）

県内外の写真家が、魚沼の変化に富んだ美しい自然、風景、暮らしを撮影した自慢のベスト
ショットを出品する、魚沼賛歌の写真展。写真家が愛蔵する往年の名機を展示する特別コー
ナーは必見です。期間中、写真教室を開催しますので、お問い合わせください。

■雪見展
◎エントランスホールほか　◎期間：1 月 8 日（日）～ 9 日（月・祝）

一年の始まり、心も体も暖まるイベントがまたやってきます。前回は２日間で 2,000 人以上の
来館者で大賑わいでした。クラフト＆雑貨、ワークショップ、リラクゼーション、古本市、デ
ッサンコーナー、飲食コーナーなど多種多彩。今回は 2 階廊下部分も開放し、お店が並びます。
両日とも全館無料。一日中、美術館で暖まってください。

■書道講座　12 月 17 日（土）10 時〜　講師：佐藤海雲氏

■臨書で学んだ古典の用筆・形の応用で語句を書く（倣書）

南魚沼塩沢産コシヒカリ好評発売中…2016 年秋収穫の極上米！
※お歳暮、年始挨拶や寒中見舞いの贈答品にお使いください。詳細は美術館へお問い合わせください。

◎音楽情報
■池田音楽クラブ「音を楽しむ集い」　※参加無料です

　12 月 18 日（日）11：30 〜　ピアノ・フルート・ギター
　12 月 25 日（日）14：00 〜　フォークソング（今年の美術館営業はこの日が最終日と
なります。フォークを聴いて、楽しく、賑やかに一年を締めくくりましょう）

年間パスポートがお得です！  　
料金 3,000 円で発行日から 1 年間
有効。初回申込特典①入館招待券 3
枚、②イケビカフェで利用できるコ
ーヒーチケット 2枚をプレゼント。

木村浩之作品「気満ちる」

木村浩之作品「立ち会い」

木
村
浩
之
作
品
「
黒
姫
山
」


